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研究成果の概要（和文）：　高齢患者には, 口腔乾燥症により義歯の維持が困難になる場合が多い。そこで義歯
安定剤クリームタイプ，口腔乾燥症用義歯安定剤ジェルタイプ，口腔保湿剤ジェルタイプ，義歯用保湿剤を用
い，安静時，機能時を模型上で再現し，維持力の経時的変化から義歯維持力向上に対する有用性を比較検討し
た。
 義歯安定剤は、60分以上の食事時間で良好な保持力を示したが、一般的な食事時間と飲酒時間で洗浄性は良好
であった。 しかし，一般的な飲食時間では，なじみも良く，清掃性も高い，口腔乾燥症用義歯安定剤の有用性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）： In many elderly people, dry mouth makes denture maintenance difficult. 
Denture adhesives have disadvantages of poor cleanability and lack of maintenance due to dry mouth. 
The purpose of this study was to the changes in denture retention over time with denture adhesives 
in dry mouth patients. A traction ring was attached to its center of a palatal plate. The test 
samples types were denture adhesive, denture adhesive for dry mouth, oral moisturizer, and oral 
moisturizer for denture. Test sample was applied to the palatal plate, pressed against the model, 
loaded, and immersed in water. Subsequently, two experimental conditions: at rest and during 
function with load applied equivalent to the occlusal pressure. With an eating time of 60 min or 
more, denture adhesives provide good retentive force, but with general eating and drinking time, 
they have good cleanability. Moisturizing denture adhesives are useful for dry mouth. 

研究分野： 高齢者歯科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会を迎えた現在、口腔機能の維持・向上が介護予防につながるとして注目されてきている。全部床義歯
患者において、義歯の維持・安定は口腔機能に直接的な影響を与える。しかし、口腔乾燥症や高度な顎堤吸収の
患者の増加に伴い、義歯の維持が困難になる場合が多い。その解消に義歯安定剤を使用する患者もいるが、除去
困難により細菌の温床となる可能性がある。そのため口腔の清潔が困難な高齢者などには誤嚥性肺炎のリスクが
増加する。そこで口腔保湿剤や口腔乾燥症用義歯安定剤が従来の義歯安定剤の代用として用いることで，患者の
QOLだけでなく，患者本人や介助者の義歯管理にも有効性を示せると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の 65 歳以上の高齢者人口は世界に類を見ない速度で増加し，総人口に占める割合も

28.4％（2019 年：総務省）と過去最高になり，今後約 30 年間増加を続けると推計されている
1)．残存歯数の増加で，全部床義歯装着患者数は横ばいだが，生存年数の延長によって難症例が
増加しているとされる 2)．これは，全身的既往症 3)・口腔乾燥 4)や加齢による顎堤の吸収・顎位
の変化 5)の影響で，全部床義歯の維持が困難となるのが一因である． 
難症例の増加に伴い，義歯の維持や安定を得るために義歯安定剤を使用する患者も多い．義歯

安定剤は，唾液や水と水和し，義歯粘膜面と顎堤粘膜に介在する唾液の粘度を上昇させ，維持力
を増強する作用がある．しかし義歯安定剤は，口腔粘膜からの除去が困難である．また，義歯安
定剤の口腔内残留は，細菌の温床となる危険性が極めて高いとされている 6)．そこで義歯安定剤
の代わりに, 清掃性も良く，保湿性のある口腔乾燥症用義歯安定剤, 口腔保湿剤の使用を推奨す
ることがある．我々の先行研究では，口腔内を模型上で再現し，口腔乾燥症用義歯安定剤，口腔
保湿剤を使用することで, 短期的には義歯安定剤より高い維持力を発揮できる可能性が示唆さ
れた 7)．しかしながら，義歯の維持力の経時的変化について，義歯安定剤，口腔乾燥症用義歯安
定剤，口腔保湿剤を比較検討した報告は認められない． 
 
２．研究の目的 
本研究では，安静時，機能時の口腔内を模型上で再現し，義歯安定剤(クリームタイプ), 口腔

乾燥症用義歯安定剤(ジェルタイプ), 口腔保湿剤，義歯用口腔保湿剤の 4 種類における維持力の
経時的変化を明らかにすることを目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
（１）被験試料 
本研究では無歯顎顎堤模型と実験床との間に被験試料を介在させ, 測定を行なった．使用した
被験試料は以下の 4種類である．義歯安定剤クリームタイプ，口腔乾燥症用義歯安定剤ジェルタ
イプ，口腔保湿剤ジェルタイプ，義歯用保湿剤． 
 
（２）実験床製作 
 シリコーン製の無歯顎顎堤模型を印象採得し, 咬合床形態のレジン製の実験床を製作した．
床の重合収縮を補正するために，リラインを行った．口蓋中央部に直径 0.9 mm Co-Cr 製の牽引
用リングを付与した． 
 
（３）維持力測定装置 
維持力測定装置は，デジタルフォースゲージを 
使用した．口蓋床にフック状の牽引器具を取り 
付けた． 
 
（４）実験床の維持力測定 
実験床と模型との間に十分な量の被験試料 
を塗布した．その後，実験床を模型に圧接し， 
2.5 kg の円盤分銅で 10秒間荷重を加え，模型 
ごと水中に浸漬した．実験では室温を 27.0 ℃ 
に設定した．その後水中から取り出し，荷重を 
加え，デジタルフォースゲージを用いて咬合平 
面と垂直方向に 1.0/sec の速度で牽引し，維持 
力を測定した（図１）．  
 
（５）実験条件 
実験条件は安静時の維持力の経時的変化と，咬合圧を想定して繰り返し荷重を加えた機能時の
維持力の経時的変化の 2つの実験を行なった． 
１）安静時の維持力の経時的変化 
十分な量の被験試料を口蓋床に塗布し，模型に圧接し，荷重，牽引を行ない，維持力を測定した．
再び模型に圧接して荷重を加えた後，模型ごと水中に浸漬させた．30 分後水中から取り出し，
荷重，牽引し，維持力を測定した．この操作を 30分おきに行ない，また 180 分後からは 60 分お
きに計測し，300 分までの維持力を測定した． 
２）機能時の維持力の経時的変化 
こちらも同様，実験床に十分な量の被験試料を塗布し，模型に圧接して荷重，牽引を行ない，維
持力を測定した． 再び模型に圧接して荷重を加えた後，模型ごと水中に浸漬させ，水中で 2.5
㎏の荷重を 10秒間に 5回加圧し，20秒間放置した．再び 10秒間に 5回加圧し，20秒間放置，
この作業を繰り返し，10 分おきに水中から取り出して荷重牽引をおこない，30 分までの維持力
を測定した． 
 

図 1 維持力測定装置と荷重の様子 



 
４．研究成果 
安静時では，クリームタイプの維持力は， 

浸漬前は最も低い値を示したが，60 分後以降 
は最も高くなった．ジェルタイプは，浸漬前は 
最も高い値を示したが，90分後以降は低下し 
た．口腔保湿剤は，浸漬前は高い値を示した 
が，30分後には急激に低下し，90分後には 
最も低い値を示した．義歯用口腔保湿剤は， 
浸漬前から低い値を示し，時間の経過とともに 
低下した．機能時では，全ての試料で 30分後の 
値が，安静時の 90 分後の維持力に相当したが， 
維持力の経時的変化は，同傾向を示した（図２）． 
機能時の経時的変化は，荷重を繰り返し多く 

加えることで，被験試料が水分を含む時間が 
早まり，維持力の変化も早くなった（図３）． 

以上の結果より，60分以上の飲食時間を想定 
するとクリームタイプが優れているが，一般的 
な飲食時間では，なじみも良く，清掃性も高い， 
保湿性のあるジェルタイプの有用性が示唆され 
た．今後は，全部床義歯患者口腔内で義歯の維持 
力を測定し，安静時，機能時での条件と維持力の 
経時的変化の関係を明らかにしたい．また，口腔 
乾燥の程度と義歯の維持力の関係，被験試料別 
の客観的維持力評価と被験者の満足度との関係を 
明らかにしたいと考える． 
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図２ 安静時の維持力 

図３ 機能時の維持力 
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